
大阪 需要環境盛り上がらず市況膠着状態

紅友会ゴルフコンペ、夏山聖悟氏（阪神金属興業）が優勝

近畿工業、移動式ユニットプラント
「K-CUBE（ケイ・キューブ）」の1号機を販売
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（大阪）大阪地区の鉄スクラップ市況は様子見横ばい。
3連休を控え、上級についてはタイト感を保ちつつも、
下級ヘビーは月替わりにかけても制限買いが残るなど、
需要の足並みは揃ってこない点で全体的に上伸力を欠
いた展開となっている。同地区電炉のＨ2実勢値は3万
5500～3万6500円、新断バラ同4万～4万1000円、鋼ダラ
イ粉バラ同3万3500～3万4500円見当で推移している。
価格差を背景に、上級については市中からの高炉や
湾岸向け、さらにはヘビーについても一部姫路向け出
荷が継続していることによって、先月末も荷動きに殺
到感は見られなかった。今月は季節的要因を支えに、
生産量の増加に加え、今週末から3連休を控えているこ
とで、「足元、逼迫気配は感じられないが、今月は全体

を通じてみれば、需要も先月以上に上向き、市中から
地場電炉以外の流出も継続する流れとあって、引き合
いを緩めにくいのでは」（ヤード業者筋）との声が聞か
れる。
一方、先月上旬に襲った台風21号が9月生産を下振れ

させた影響によって、在庫レベルが高いまま月替わり
を迎えているところが多く、「3連休に支障が出るよう
な環境にはない」（電炉購買担当者）という。下級ヘ
ビーなどの制限買いが複数で継続しており、品種間の
需要温度差は目立つ展開にあるため、「当初の想定以上
に、需要環境は盛り上がっておらず、連休操業に向け
た裏値対応などの恩恵は受けづらいのでは」（商社）と
見る向きも多い。

（大阪）紅友会ゴルフコンペが9月29日、神戸市の有馬
ロイヤルゴルフクラブで開催され、阪神金属興業の夏
山聖悟氏が優勝し、日刊市况通信社盾を獲得した。当
日は19名が参加。雨天によるコンディション不良によ
り、前半のみのハーフプレーとなった。主な入賞者は

次のとおり。敬称略。 ▼

優勝＝夏山聖悟（阪神金
属興業） ▼準優勝＝本田
耕市（本田春荘商店） ▼
3位＝兼田和典（兼正興業）。

破砕・選別メーカーの近畿工業は今春から販売を開
始した移動式ユニットプラント「K-CUBE（ケイ・キュー
ブ）」の第1号機を産業廃棄物の収集運搬及び中間処分
などを手掛ける有力企業へ販売し、すでに設置工事を
終え、本格稼働を開始している。
「K-CUBE（ケイ・キューブ）」は破砕機や振動ふる
い機など各種機器とベルトコンベヤ、磁選機を20フィー
ト、40フィートのコンテナサイズに収容可能な点で容
易に持ち運べることができ、現場においてリサイクル

処理が可能と
なる。また、
設置期間の短
縮化、さらに
は工場敷地に
余力のないと
ころでも各種
リサイクル機
器の設置が可
能なだけでな
く、破砕・選
別・成形とラ
インナップを豊富に揃えているため、ユーザーのニー
ズに沿った幅広い用途に対応できるのが大きな強みだ。
販売価格は二軸式破砕機が2,500万円、振動ふるいは
1,500万円と低コストで移動式のリサイクル処理設備が
導入可能となる。リサイクル多様化や作業効率向上を
目的に、金属リサイクル業界からは当然のこと、大規
模な地震災害や水害、土砂災害などに見舞われた際、
大量に発生する災害廃棄物の迅速かつ適正処理に向け
た地域貢献の一環として産業廃棄物処理業界からの引
き合いも増えており、「K-CUBE（ケイ・キューブ）」は
多方面から大きな注目を集めている。

2018NEW環境展に出展した移動式ユ
ニットプラントK-CUBE（写真）は販売
開始から問い合わせが相次いでいる

優勝盾を手渡す紅友会東原鍾元会長（左）と
優勝した夏山聖悟氏（右）


